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オ
ニ
側
尚
蔽
市
議
会
臨
時
会

は
去
る
四
月
二
十
一
日
午
前
九

時
に
招
集
、
高
萩
市
議
会
議
場

で
開
か
れ
現
収
入
役
村
田
正
己

氏
の
任
期
満
了
に
伴
う
後
任
の

問
題
、
農
業
委
員
会
の
委
員
一

名
推
砿
並
び
に
昭
和
三
十
五
年

度
の
追
加
予
算
等
に
つ
い
て
審

議
し
全
案
件
を
左
記
の
と
お
り

決
定
し
た
。記

○
議
案
オ
ニ
十
九
号
収
入
役

選
任
の
側
意
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

高
萩
巾
高
浜
町
二
丁
目
二
稀
地

利
田
正
己

明
治
三
十
六
年

九
月
廿
二
日
生

○
議
案
・
才
三
十
号
農
業
委
員

会
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

高
萩
市
上
君
田
八
五
二
番
地

豊
田
克
美

明
治
三
十
三
年

三
月
十
三
日
生

○
議
案
才
三
十
一
号
昭
和
三

十
五
年
度
高
萩
市
才
入
才
出

追
加
予
算
に
つ
い
て

本
会
の
追
加
は
主
と
し
て

○
土
木
費
の
桑
作
橋
附
近
及
び

花
貫
川
名
馬
里
ヶ
淵
附
近
の

ダ
ム
建
設
予
定
に
か
坐
る
調

査
負
担
金
三
○
四
、
○
○
○

円

收
入
役
に
村
田
正
己
氏
を
再
選

オ
ニ
回
臨
時
市
議
会
開
く

○
教
育
費
の
学
校
統
合
に
よ
り

遠
距
離
通
学
児
童
に
対
す
る

疲
労
度
調
査
負
担
金
と
し
て

五
○
、
○
○
○
円
並
び
に
新

設
の
秋
山
中
学
校
敷
地
を
勝

田
自
衛
隊
に
整
地
依
頼
す
る

浪
習
費
用
と
そ
の
他
士
ど
め

排
水
工
事
を
含
め
て
二
、
○

○
○
、
○
○
○
Ｈ

○
公
債
費
の
昭
和
三
十
五
年
度

黒
牛
導
入
貸
金
と
し
て
県
か

ら
緋
り
受
け
る
七
、
五
○

○
、
○
○
○
円
に
対
す
る
利

子
四
○
六
、
二
五
○
円

○
諸
支
出
金
の
昭
和
三
十
三
年

度
身
体
障
害
者
保
護
費
返
還

金
一
、
三
六
○
Ｈ
及
び
同
年

度
身
体
障
害
者
更
正
援
謹
費

返
還
金
八
、
五
○
○
円
は
い

づ
れ
も
緒
算
の
結
果
補
助
金

が
余
分
に
交
付
さ
れ
て
い
た

た
め
そ
の
返
還
金
と
し
て

九
、
八
八
○
円

○
貸
付
金
の
昭
和
三
十
五
年
度

黒
牛
導
入
資
金
は
主
と
し
て

間
間
地
区
の
利
用
団
体
に
転

岱
す
る
黒
牛
二
五
○
頭
分

七
、
五
○
○
、
○
○
○
円
、

才
出
追
加
計
一
○
、
二
七

○
、
二
○
円
、
現
在
才
出

予
算
累
計
額
二
三
一
、
○

五
一
、
二
○
円

以
上
の
才
出
に
対
す
る
才
入

財
源
と
し
て

○
公
企
業
及
び
財
産
収
入
の
立

木
売
却
代
で
横
川
ユ
ナ
ヵ
フ

ス
市
有
林
立
水
売
却
代
と
し

て
二
、
二
二
、
八
六
○
円

○
寄
附
金
の
土
木
費
寄
附
で
ダ

ム
建
設
訓
盗
識
と
し
て
高
萩

．
〈
ル
プ
エ
場
か
ら
調
査
費
の

半
額
寄
附
一
五
二
、
○
○
○

円
○
雑
収
入
の
蝶
牛
導
入
資
金
転

併
金
戻
入
と
し
て
昭
和
三
十

五
年
分
利
子
の
戻
入
四
○

し
て
千
二
百
人
分
を
同
時
に
賄

東
小
學
校
こ
こ
に
完
成
，
給
食
談
怖
憾
、
建
築
文
化
の

粋
を
集
め
た
施
設
と
い
え
ま
し

東
小
学
校
は
、
学
校
統
合
に
し
三
月
末
見
事
完
成
い
た
し
ま
ょ
ぅ
。
経
費
は
建
築
費
千
八
百

万
円
、
設
備
費
諸
経
費
等
含
め

よ
っ
て
昭
和
三
十
三
年
四
月
一
し
た
。

る
と
総
工
事
費
は
千
九
百
九
万

日
新
設
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
こ
の
建
物
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

が
、
校
舎
の
建
設
は
、
当
初
の
１
ト
造
二
階
建
で
普
通
教
室
五
七
千
余
円
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
才
三
期
工
事
を
も
っ
て

全
休
計
画
に
基
き
三
年
吹
に
亘
特
別
教
室
三
管
理
室
八
、
給
東
小
学
校
の
全
体
計
画
は
完
遂

っ
て
の
国
庫
補
助
継
統
事
業
と
食
室
一
、
便
所
二
、
波
廊
下
二
さ
れ
ま
し
た
が
施
設
の
全
貌
は

し
て
実
施
し
、
才
一
期
工
事
を
等
建
築
延
面
積
一
、
一
○
二
平
祥
池
教
室
二
七
、
特
別
教
室
三

昭
狸
一
千
二
年
度
に
九
一
八
平
方
米
（
三
一
四
坪
）
で
主
な
山
小
唯
凶
室
を
主
と
す
る
併
理
室
八

方
米
（
二
七
四
坪
）
完
成
さ
せ
を
挙
げ
る
と
、
ア
コ
ー
デ
オ
ン
給
食
室
一
等
で
総
延
一
皿
積
は
．
、

矛
二
期
工
事
を
翌
三
十
三
年
度
ド
ア
ー
に
よ
っ
て
仕
切
ら
れ
る
三
、
○
五
○
平
方
米
（
九
二
四

韮
季
一
釦
細
罎
畔
輌
春
峰
手
匪
唾
痙
評
帝
辨
趣
輌
諏
葬
帥
哩
群
軸
唯
硫
岬
母
些
祈
玉
諏
恥
耐
碓

の
最
後
を
飾
る
才
三
期
工
事
と
光
、
換
気
、
音
響
等
に
設
計
の
七
千
Ｈ
、
起
憤
一
．
一
千
六
百
五
十

し
て
昨
年
十
一
月
二
日
鈴
縫
工
意
が
配
ら
れ
て
お
り
更
に
、
給
万
円
、
一
般
財
源
七
百
七
十
三

業
Ｋ
Ｋ
の
請
負
に
よ
っ
て
起
工
水
、
排
水
、
水
洗
式
便
所
、
渡
蕊
二
千
円
で
あ
り
ま
す
。

ハ
、
二
五
○
Ｈ

○
市
債
の
黒
牛
｛

導
入
資
金
転

貸
償
と
し
て

県
よ
り
市
が
》岫群
恐

一
時
借
り
受
鍵

け
る
黙
牛
二
蝉群

五
○
頭
一
頭
押印恥
帝

分
三
、
○
○
》
一鐸

○

○

円

の

導

》

入
資
金
七
、
》

五
○
○
、
○
》

○
○
円
才
入
一

追
加
計
扇

○
、
二
五
○
￥
一

○
二
○
円
一

現
在
才
入
予

算
累
計
額
二

三
一
、
○
五

一
、
二
○

円
で
す
。

完
成
し
た
東
小
学
校

廊
下
の
二
附
式
、

謡

完
全
給
食
と

聯
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方
倉
で
す
。
必
要
で
あ
る
こ
と
は
、
一
九
二

青
少
年
保
護
育
成
運
動
⑤
補
導
推
進
委
員
に
よ
る
四
年
の
ジ
ュ
ネ
‐
ブ
児
童
権
利

校
外
補
導
各
支
部
に
お
い
宣
言
に
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
ま

児
童
福
祉
月
間
実
施
て
常
時
活
勤
を
行
う
．
た
、
世
界
人
進
旦
言
並
び
に
児

㈹
路
上
の
遊
戯
の
禁
止
童
の
福
祉
に
関
係
の
あ
る
専
門

高
萩
市
で
は
こ
ど
も
の
幸
福
御
知
ら
せ
し
ま
す
）
Ⅱ
こ
れ
は
㈲
未
成
年
者
の
飲
酒
、
喫
機
関
及
び
国
際
機
関
の
規
約
に

を
図
る
た
め
五
月
一
日
か
ら
五
困
っ
た
、
ま
た
は
困
り
つ
つ
あ
煙
お
よ
び
射
幸
的
遊
枝
場
よ
り
認
め
ら
れ
て
い
る
。

月
三
十
一
日
ま
で
の
一
月
間
を
る
お
子
さ
ん
を
御
持
ち
の
御
父
へ
立
入
の
禁
止
、
深
夜
の
人
類
は
、
児
童
に
対
し
、
鮫

青
少
年
保
護
育
成
運
動
、
児
童
兄
の
御
相
談
に
応
ず
る
わ
け
で
外
出
の
禁
止
善
の
も
の
を
与
え
る
義
務
を
負

福
祉
月
間
と
定
め
、
国
連
総
会
す
。
相
談
員
は
高
萩
市
青
少
年
、
青
少
年
に
悪
影
響
を
お
う
も
の
で
あ
る
の
で
、
よ
っ
て

に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
児
童
椎
補
導
推
進
委
員
会
、
高
萩
市
福
よ
ぼ
す
よ
う
な
映
画
、
瀬
こ
こ
に
、
国
際
連
合
総
会
は
児

利
宣
言
の
趣
旨
普
及
と
非
行
防
祉
事
務
所
、
高
萩
警
察
署
、
児
削
、
出
版
物
、
テ
レ
ビ
、
童
が
、
幸
福
な
生
活
を
送
り
、

止
活
動
強
化
の
た
め
に
、
月
間
童
委
員
、
学
校
等
の
担
当
者
の
放
送
等
か
ら
の
善
導
。
か
つ
、
自
己
と
社
会
の
福
利
の

中
に
次
の
事
業
を
実
施
す
る
こ
た
め
に
こ
の
宣
言
に
掲
げ
る
椎

児
童
権
利
宣
言
利
と
自
由
堂
旱
有
す
る
こ
と
が

と
に
な
り
ま
し
た
。
ひ
と
え
に

関
係
者
並
に
御
父
兄
方
の
御
協
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
こ
の

力
を
御
願
い
致
し
ま
す
。

（
一
九
五
九
年
二
月
二
○
日
、

児
童
権
利
宣
言
を
公
布
し
、
ま

た
、
両
親
、
個
人
と
し
て
の
男

①
児
童
椎
利
宣
言
の
趣
旨

国
連
才
一
回
総
会
に
お
い
て
採
択
）
女
、
民
間
団
体
、
地
方
打
政
機

普
及
（
妓
後
に
前
文
を
掲

関
及
び
政
府
に
対
し
、
こ
れ
ら

載
し
ま
し
た
）
で
の
椎
利
を
認
識
し
、
次
の
原
則

」
Ⅱ
Ⅱ
宙

文

②
児
童
福
祉
並
に
青
少
年
面
児
童
は
、
身
体
的
及
び
精
神
に
従
っ
て
漸
進
的
に
執
ら
れ
る

保
謹
育
成
に
関
す
る
標
語
鬮
際
連
合
の
諸
国
民
は
、
国
的
に
未
熟
で
あ
る
た
め
、
そ
の
立
法
そ
の
他
の
措
置
に
よ
っ
て

の
募
集
（
一
般
父
兄
か
ら
際
連
合
惑
章
に
お
い
て
、
基
本
出
生
の
前
後
に
お
い
て
、
適
当
こ
れ
ら
の
椛
利
を
守
る
よ
う
努

力
す
る
こ
と
を
要
請
す
る
。

募
集
し
、
締
切
日
は
五
月
的
人
椛
と
人
間
の
尊
厳
及
び
価
な
法
律
上
の
保
謹
を
含
め
て
、

（
児
童
椛
利
宣
言
は
以
上
の
前

二
十
日
、
募
集
先
は
高
萩
値
と
に
関
す
る
信
念
を
あ
ら
た
特
別
に
こ
れ
を
守
り
、
か
つ
、

文
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
、
矛
一

市
教
育
委
員
会
内
高
萩
市
め
て
確
認
し
、
か
つ
、
一
隅
大
世
話
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
条
か
ら
矛
一
○
ま
で
あ
り
ま
す

青
少
年
補
導
推
進
委
員
会
き
な
自
由
の
中
で
社
会
的
進
歩
こ
の
よ
う
な
特
別
の
保
謹
が
が
省
略
し
ま
す
。
）

お
尹
旗
”
．
可
）
し
厄
ヒ
ェ
ゴ
レ
ト
恥
罹
、
．
１
１
ヒ
レ
一
」
ｆ
ヨ
仁
澄
一
ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

事
務
局
）
と
生
活
水
堆
の
向
上
と
を
促
進

③
映
画
会
の
実
施
（
十
日
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
の
で
、

人
は
正
し
く
右
側
通
行

東
、
十
一
日
高
萩
、
十
二
国
際
連
合
は
、
世
界
人
権
宣
言

車
は
い
つ
も
安
全
運
転

日
秋
山
、
十
三
日
松
岡
の
に
お
い
て
、
す
べ
て
人
は
、
人

各
支
部
）
種
、
皮
膚
の
色
、
性
、
言
語
宗

側
家
庭
相
談
所
の
開
設
教
、
政
治
上
そ
の
他
の
意
見
、

春
季
全
国
交
通
安
全
に
御
協
力
下
さ
い

（
十
六
日
午
前
東
、
同
午
国
民
的
若
し
く
は
社
会
的
出
身

道
路
を
利
用
す
る
す
べ
て
の
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

雌
雨
穂
鍵
紳
岬
旧
杵
榊
恥
吋
埜
細
剛
鋤
蕊
麺
他
池
秘
誠
蛭
郵
緬
評
癖
詠
唾
識
醒
刺
蘂
諏
鋤
全
国
の
交
通
事
故
に
よ
る
犠
牲

昨
年
（
昭
和
三
十
四
年
）
中

午
前
高
岡
北
、
同
午
後
高
由
に
よ
る
差
別
を
も
受
け
る
こ
な
い
明
る
い
社
会
を
建
設
す
る
者
は
死
者
、
約
一
万
人
、
負
傷

岡
南
、
二
十
日
王
別
高
萩
と
な
く
同
宣
言
に
掲
げ
る
総
て
た
め
五
月
十
六
日
か
ら
二
十
五
者
約
一
千
三
万
人
と
い
う
驚
く

同
午
後
東
の
各
支
部
の
椛
利
と
自
由
と
を
亨
有
す
る
日
ま
で
の
十
日
間
全
国
い
つ
せ
ぺ
き
数
に
達
し
本
年
も
さ
ら
に

Ⅱ
詳
細
に
つ
い
て
は
掲
示
等
で
椛
利
を
有
す
る
と
宣
言
し
た
の
い
に
春
の
交
通
安
全
運
励
が
行
こ
れ
を
上
廻
る
の
で
は
な
い
か

｜
’

①
正
し
い
歩
行
の
励
行

㈹
横
断
の
際
の
左
右
確
認

の
励
行

。
諸
車
に
対
す
る
注
意
歩

行
の
励
行

㈲
子
供
の
路
上
遊
ぎ
と
駈

出
し
の
防
止

②
自
転
車
の
安
全
操
縦
の
肋

と
い
う
激
期
ぶ
り
で
す
。

人
命
ほ
ど
尊
い
も
の
は
あ
り

ま
ん
。
春
秋
二
回
行
わ
れ
て
お

る
こ
の
安
全
連
勅
を
ま
た
か
と

い
う
安
易
な
考
え
を
す
て
て
み

な
さ
ん
の
心
か
ら
な
馬
ご
協
力

を
期
待
し
て
や
承
ま
せ
ん
。

な
お
今
度
行
わ
れ
る
安
全
連
動

の
重
点
は
次
の
と
お
り
で
あ
り

ま
す
。 酒類の密造防止に

＝二＝御協力

－

下 さい

鱗
国
税
庁
で
は

毎
年
、
酒
類
密

造
防
止
に
つ
い

て
、
沢
山
の
ポ

ス
タ
ー
や
い
ろ

い
ろ
の
施
策
を

識
じ
防
止
対
簸

を
行
な
っ
て
お

り
ま
す
。

毎
年
田
植
時
期

に
入
る
と
例
年

の
こ
と
で
あ
り

ま
す
が
、
酒
類

の
需
要
が
た
か

ま
り
、
疲
れ
た

と
き
に
ま
づ
一

杯
と
つ
い
手
近

行㈹
正
し
い
横
断
ど
右
左
折

の
励
行

㈲
車
両
の
完
全
繋
備
の
励

行
㈹
自
動
車
に
対
す
る
諸
注

意
進
行
の
励
行

③
自
励
車
の
安
全
運
転
の
励

行㈹
無
免
許
運
転
と
、
め
い

て
い
運
転
の
一
掃

同
定
め
ら
れ
た
速
度
の
遵

守
、
追
越
の
際
の
安
全
確
認

の
励
行

目
定
め
ら
れ
た
場
所
に
お

け
る
徐
行
、
一
時
停
止
の

励
行

㈱
車
両
の
完
全
整
備
と
正

し
い
駐
停
車
の
励
行

④
交
通
環
境
の
整
備

㈹
道
路
標
識
の
整
備

㈲
路
上
放
置
物
件
の
一
掃

伽
道
路
工
事
現
場
に
お
け

る
危
険
防
止
の
徹
去
，

（
高
萩
警
察
署
）

か
な
自
家
用
米
を
用
い
て
、
こ

っ
そ
り
「
ヤ
ミ
酒
」
を
造
る
の

も
こ
の
時
期
が
多
い
わ
け
で
す

こ
れ
ら
の
「
ヤ
ミ
酒
」
は
き
び

し
い
取
締
り
の
目
を
盗
ん
で
不

潔
な
場
所
で
造
ら
れ
る
た
め
、

体
に
悪
い
フ
ー
ビ
ル
油
と
か
、

そ
の
他
の
不
純
物
が
た
く
さ
ん

含
ん
だ
酒
が
出
来
る
た
め
飲
ん

だ
方
は
命
を
な
く
し
た
り
肝
臓

を
悪
く
し
た
人
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。

密
造
酒
は
危
険
で
す
か
ら

造
ら
な
い
飲
ま
な
い
持
た
な
い

よ
う
に
御
協
力
下
さ
い
。

（
高
萩
悦
務
署
）
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こ
の
国
民
年
金
は
日
本
国
憲

法
才
二
十
五
条
の
理
念
に
基
い

て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
、
国
民

生
活
の
安
定
を
国
民
の
共
同
の

責
任
に
お
い
て
維
持
改
善
を
図

ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す

こ
う
し
た
趣
旨
に
基
き
ま
し

て
此
の
度
実
施
の
運
び
に
な
り

ま
し
た
拠
出
制
国
民
年
金
は
、

現
在
の
社
会
保
障
体
制
の
中
で

年
金
の
対
象
に
な
ら
な
い
人
、

年
金
を
も
ら
へ
な
い
人
に
対
す

る
年
金
制
度
で
、
恩
給
を
も
ら

へ
な
い
人
や
勤
め
を
持
た
な
い

人
為
の
た
め
の
恩
給
な
の
で
す

今
ま
で
は
公
務
員
や
会
社
工

場
等
に
勤
め
て
い
る
人
煮
に
は

恩
給
と
か
厚
生
年
金
制
度
が
あ

り
ま
し
た
が
、
農
漁
民
や
個
人

拠
出
制
国
民
年
金
が

来
年
四
月
一
日
よ
り

実
施
さ
れ
ま
す

企
業
の
商
業
等
の
自
営
業
者
の

よ
う
に
、
勤
め
を
持
た
な
い
人

を
も
大
体
同
じ
よ
う
な
恩
恵
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
わ

け
で
す
。

こ
う
し
た
生
活
安
定
の
制
度
対

象
と
な
る
人
被
保
険
者
は
二
十

才
か
ら
五
十
九
才
ま
で
の
日
本

国
内
に
住
ん
で
い
る
日
本
人
の

総
べ
て
堂
強
制
加
入
制
度
で
あ

り
ま
す
。

し
か
し
恩
給
と
か
厚
生
年
金

各
種
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い

る
人
や
、
こ
れ
ら
の
支
給
を
受

け
て
い
る
人
は
除
外
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
次

の
様
な
場
合
は
本
人
の
希
望
に

よ
り
任
意
加
入
が
出
来
ま
す
。

㈹
昭
和
三
十
六
年
四
月
一
日

現
在
五
十
才
以
上
五
十
五
才
未

満
の
人
口
遺
族
年
金
や
遺
族
等
援
護

法
の
年
金
を
愛
け
て
い
る
人

例
公
的
年
金
「
恩
給
厚
生
年

金
、
各
種
共
済
組
合
」
の
適
用

を
受
け
て
い
る
人
の
配
偶
者

目
二
十
才
以
上
の
学
生
生
徒

以
上
の
様
な
人
達
が
該
当
す
る

わ
け
で
す
が
、
毎
月
納
入
す
る

保
険
料
は
、
満
三
十
四
才
ま
で

は
百
円
、
三
十
五
才
か
ら
百
五

十
円
で
国
民
年
金
印
紙
に
よ
り

納
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。こ
の
保
険
料
は
三
ヶ
月
分
毎

に
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
方
法
は
原
則
と
し
て
印
紙

を
国
民
年
金
手
帳
に
は
り
つ
け

市
町
村
長
の
検
認
を
受
け
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

外
前
納
の
制
度
も
あ
り
ま
す
が

次
の
様
な
場
合
に
は
保
険
料

が
免
除
さ
れ
ま
す
。

㈹
障
害
年
金
や
母
子
年
金
が

受
け
ら
れ
る
と
き

口
一
一
三
左
穴

血
を
這
尋
出
し
た
》

㈲
生
活
保
護
法
等
の
生
活
扶

助
を
受
け
て
い
る
と
き

㈲
国
立
ら
い
療
養
所
に
収
容

さ
れ
て
い
る
と
き

又
申
請
に
よ
っ
て
所
得
が
な

い
時
や
、
生
活
扶
助
以
外
の
扶

助
を
受
け
て
い
る
と
き
、
障
害

者
や
寡
婦
で
年
間
所
得
が
十
三

萬
円
以
下
の
と
き
等
が
免
除
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す

こ
の
年
金
制
度
に
は
こ
の
外

年
金
が
も
ら
え
な
か
っ
た
場
合

等
に
お
い
て
は
保
険
料
の
三
年

以
上
の
分
が
返
還
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の

制
度
に
加
入
し
て
お
り
ま
す
と

○
老
令
年
金
…
…
六
十
五
才
よ

り
支
給

○
母
子
年
金
…
：
・
夫
に
死
別
し

て
十
八
才
未
満
の
子
供
及
び

二
十
才
未
満
の
身
体
障
害
者

と
同
居
す
る
時
に
支
給

○
遺
児
年
金
・
・
・
…
両
親
の
死
別

に
よ
り
十
八
才
未
満
二
十
才

未
満
の
身
体
障
害
者
に
支
給

○
寡
婦
年
金
：
…
・
夫
の
死
亡
に

よ
り
六
十
才
か
ら
六
十
五
才

の
妻
に
支
給

○
障
害
年
金
…
…
片
手
片
足
を

失
っ
た
程
度

以
上
の
年
金
が
各
々
該
当
し

た
時
に
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
の
年
金
の
額
は

保
険
料
の
納
め
た
期
間
に
よ
り

異
な
り
ま
す
が
大
要
は
次
の
通

ｈ
／
で
十
も

》
一

○
老
令
年
金
…
．
：
十
年
以
上
十

五
年
未
満
一
四
、
四
○
○
門

十
七
年
以
上
十
八
年
未
満
一

六
、
二
○
○
Ｈ

二
十
五
年
以
上
二
十
六
年
未

満
二
四
、
○
○
○
円

四
十
年
以
上
四
二
↑
○
○
○

円

○
障
害
年
金
：
！
：
二
十
六
年
未

油
の
者
二
四
、
○
○
○
円

○
母
子
年
金
…
・
・
・
三
十
年
未
枇

昭
和
三
十
四
年
度
の
所
得
状
況

届
け
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

こ
の
届
出
に
よ
っ
て
今
年
の

五
月
か
ら
来
年
四
月
ま
で
の
分

を
支
給
す
る
か
ど
う
か
が
決
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

こ
の
届
出
を
出
し
ま
せ
ん
と

五
月
以
後
九
月
分
の
年
金
の
支

払
い
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
な

老令、障害、母子

現
在
福
祉
年
金
を
受

け
て
い
る
人
「
老
令
障

害
毎
子
」
は
、
す
べ
て

福
祉
年
金
を
隈
吟
Ⅳ
ｕ

、
Ⅱ
矧
側
る
皆
さ
ん
へ

く
な
り
ま
す
か
ら
必
ず
届
出
を

済
ま
せ
国
民
年
金
証
書
に
九
月

分
の
支
給
額
の
記
入
を
受
け
て

下
さ
い
。

期
日
は

六
月
一
円
よ
り
三
十
日
ま
で

用
紙
は
、
高
萩
市
福
祉
事
務

所
社
会
係
で
用
意
し
て
あ
り
ま

す
か
ら
、
国
民
年
金
証
書
と
届

出
の
印
鑑
を
持
参
の
上
、
六
月

三
十
日
ま
で
に
必
ず
御
来
所
頂

き
ま
す
。
以
上

の
者
一
九
、
二
○
○
円
に
子

供
二
人
目
よ
り
一
人
に
つ
き

四
、
八
○
○
円
加
算

○
遺
児
年
金
…
…
三
十
年
未
満

の
者
七
、
二
○
○
円
に
以
上

一
人
に
つ
き
四
、
八
○
○
円

加
算

○
寡
婦
年
金
：
。
…
夫
が
受
け
ら

れ
る
べ
き
老
令
年
金
の
半
額

概
ね
以
上
述
べ
た
通
り
の
年

金
領
が
毎
年
支
給
さ
れ
る
わ

け
で
す
。

こ
の
準
備
と
し
て
今
年
七
月

に
世
幣
調
査
を
実
施
し
、
九
月

一
日
よ
り
受
付
け
を
始
め
る
事

に
な
り
ま
す
。

一
人
も
れ
な
く
申
込
ま
れ
年

金
の
恩
恵
に
欲
す
る
様
御
願
い

い
た
し
ま
す
。
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完
成
し
た

秋
山
小
學
校

秋
山
小
学
校
は
大
正
十
年
秋
象
通
報
度
に
児
童
の
安
否
を
気

山
地
区
か
ら
現
在
の
烏
名
地
内
造
う
程
で
県
に
対
力
度
調
査
の

に
移
転
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
依
頼
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
一

が
、
そ
の
後
児
童
数
の
増
加
に
棟
九
教
室
に
つ
い
て
危
険
校
舎

伴
い
数
次
に
亘
っ
て
増
築
し
現
に
認
定
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す

在
の
規
模
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ま
た
児
童
数
に
つ
い
て
も
鰻
上

り
ま
す
。
し
か
し
移
転
時
の
三
り
に
増
加
の
一
途
を
辿
っ
て
お

教
室
と
大
正
十
四
年
に
増
築
し
り
三
十
二
年
度
か
ら
教
室
数
の

た
四
教
室
と
昭
和
二
年
に
増
築
不
足
に
よ
っ
て
、
特
別
数
室
を

し
た
二
教
室
は
、
腐
朽
度
が
著
昇
降
口
、
廊
下
等
に
模
様
替
を

し
く
、
一
般
教
室
に
使
用
す
る
し
て
従
来
の
特
別
教
室
を
普
通

こ
と
も
危
険
の
状
態
に
あ
り
校
教
室
に
転
用
し
て
学
校
運
営
を

舎
両
側
に
支
柱
を
架
け
て
維
持
し
て
お
り
ま
し
た
が
昭
和
三
十

し
て
お
り
風
雨
注
意
報
等
の
気
三
年
度
は
、
三
十
四
教
室
に
対

秋山小学校完成L

し
学
級
編
制
基
準
に
よ
る
と
三

十
八
学
級
と
な
る
が
教
室
数
の
不
足
か
ら
三
十
四
学
級
の
圧
縮

授
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
こ
の

現
況
か
ら
改
増
築
は
焦
眉
の
急

を
要
し
、
昨
年
十
月
危
険
校
舎

を
取
こ
わ
し
、
そ
の
跡
え
昭
和

三
十
四
年
度
の
危
険
校
舎
増
改

築
事
業
と
し
て
昨
年
十
一
月
二

日
、
秋
山
工
務
店
の
請
負
に
よ

っ
て
起
工
し
こ
の
程
完
成
い
た

し
ま
し
た
。
こ
の
建
物
は
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
二
階
建
、
普

通
教
室
亘
、
特
別
数
室
一
、

管
理
室
三
で
建
築
延
面
積
一
、

二
○
一
平
方
米
（
三
六
四
坪
）

で
内
外
部
と
も
に
近
代
建
築
の

神
長
吉
衛

本
年
三
月
十
五
日
に
韓
国
の
Ｉ
ピ
ン
銃
発
砲
に
よ
っ
て
鎮
圧

大
統
領
選
挙
が
行
な
わ
れ
、
李
し
た
が
、
ど
う
に
・
も
な
ら
な

承
晩
大
統
領
が
四
た
び
大
統
領
い
の
で
、
韓
国
政
府
は
非
常
戒

に
選
出
さ
れ
た
が
、
こ
の
選
挙
厳
令
を
し
て
戦
車
を
出
動
さ
せ
・

に
お
い
て
、
私
が
最
も
不
思
議
た
。
と
こ
ろ
が
軍
隊
は
発
砲
し

に
思
う
こ
と
が
二
つ
あ
る
？
な
い
で
デ
モ
隊
に
合
流
し
た
の

そ
れ
は
前
回
の
大
統
領
選
挙
で
戦
車
は
分
捕
ら
れ
李
承
晩

の
と
き
に
、
野
党
の
有
方
候
補
先
生
は
つ
い
に
大
統
領
を
辞
任

が
急
死
し
た
が
。
今
回
の
選
挙
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

で
も
野
党
民
主
党
の
趙
炳
玉
候
新
聞
に
よ
る
と
、
李
承
晩
大

補
が
病
死
し
た
の
で
、
大
統
領
統
領
独
裁
の
与
党
自
由
党
政
府

選
挙
は
李
承
晩
の
ひ
と
り
舞
台
は
、
一
切
の
権
力
と
金
力
を
動

と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
貝
し
て
選
挙
干
渉
を
や
っ
た
と

次
に
今
回
の
選
挙
に
際
し
て
い
う
。
そ
の
や
り
方
は
公
開
投

イ
ン
チ
キ
選
挙
だ
″
殺
人
選
挙
票
と
称
し
て
、
投
票
者
が
三
人

だ
″
と
憤
慨
し
た
学
生
と
民
衆
組
み
、
九
人
組
象
と
チ
ー
ム
を

が
、
反
政
府
デ
モ
を
起
し
た
の
つ
く
し
て
、
投
票
前
に
書
き
入

で
、
警
官
隊
は
催
涙
ガ
ス
と
ヵ
れ
た
投
票
用
紙
を
見
せ
合
う
こ

韓
国
暴
動
に
お
も
う

’ 最
高
を
誇
る
建
物
で
、
建
築
工

事
費
千
九
百
四
十
五
万
八
千
円

し
尿
処
理
℃
排
水
路
工
事
費
二

十
九
万
六
千
円
で
諸
経
費
を
含

め
た
総
工
事
費
は
二
千
二
十
八

万
九
千
余
円
で
こ
れ
ら
の
財
源

は
、
国
庫
補
助
金
三
百
四
十
万

五
百
円
、
起
債
千
四
百
五
十
万

円
、
一
般
財
源
二
百
三
十
八
万

八
千
五
百
円
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
工
事
施
工
中
は
教
育
史

上
近
時
稀
に
見
る
五
日
制
を
実

施
し
て
何
か
と
支
障
も
あ
り
ま

し
た
が
校
舎
完
成
に
よ
っ
て
、

危
険
校
舎
は
消
滅
さ
れ
不
正
常

授
業
が
解
消
さ
れ
義
務
教
育
の

水
準
向
上
が
図
ら
れ
ま
す
。

’

と
を
強
制
さ
れ
た
り
、
午
前
七

時
の
投
票
開
始
時
間
が
、
い
つ

の
ま
に
か
夜
中
の
四
時
に
つ
く

り
あ
げ
ら
れ
、
野
党
民
主
党
の

立
ち
会
い
人
が
七
時
に
行
っ
た

と
き
は
も
う
投
票
が
終
っ
て
い

た
と
い
う
。
ま
た
反
対
派
の
有

権
者
を
棄
権
さ
せ
て
代
理
投
票

し
た
り
年
少
学
生
中
、
体
絡
の

大
き
い
学
生
達
を
使
っ
て
幽
れ

い
選
挙
人
名
簿
を
作
製
し
、
投

票
開
始
時
間
前
に
事
前
投
票
さ

せ
た
と
い
う
。
し
か
も
そ
の
間

に
お
い
て
、
野
党
民
主
党
の
立

ち
会
い
人
は
い
た
る
と
こ
ろ
で

投
票
所
に
入
る
の
を
暴
力
で
妨

害
さ
れ
た
と
い
う
。

更
に
驚
く
べ
き
こ
と
は
投
票

開
始
後
、
投
票
所
に
入
っ
た
野

党
の
立
ち
会
い
人
は
威
か
く
さ

れ
て
追
い
出
さ
れ
た
り
、
水
や

酒
の
中
に
睡
眠
薬
を
入
れ
て
す

す
め
ら
れ
た
と
い
う
。

ま
た
公
務
員
噸
首
切
り
で
お

日赤社員増強運動に

ご協力を／

赤
動
に
し
て
年
皆
ご
支
き
昨
県
下
の
優
績
を
目
標
が
で
た
心
謝
い
す
。
本
五
月
り
三

ど
か
さ
れ
て
公
然
と
選
挙
運
動

に
動
員
さ
れ
、
警
察
官
は
カ
ー

ビ
ン
銃
を
も
た
さ
れ
て
投
票
の

監
視
に
動
員
さ
れ
た
と
い
う
。

こ
の
不
正
な
選
挙
に
よ
っ
て
野

党
民
主
党
側
は
二
名
が
殺
さ
れ

五
十
二
名
が
負
傷
さ
せ
ら
れ
た

と
の
こ
と
で
あ
る
。

誠
に
お
そ
る
べ
き
選
挙
も
あ

っ
た
地
の
で
あ
る
。

以
上
申
し
述
べ
た
こ
と
が
真

実
な
ら
ば
、
私
達
は
韓
国
の
民

主
主
義
に
対
し
て
、
大
い
に
疑

問
を
も
た
ざ
る
左
得
な
い
わ
け

で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
権
力
と
金

力
に
よ
る
わ
が
国
の
選
挙
を
反

省
し
て
み
た
場
合
、
あ
ま
り
よ

そ
の
固
の
こ
と
は
言
え
た
義
理

で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

従
っ
て
次
に
来
た
る
べ
き
選

挙
に
お
い
て
は
、
高
萩
市
の
名

誉
に
か
け
て
、
絶
対
に
違
反
者

を
出
さ
な
い
様
に
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
、
ど
う
だ
ろ
う

か
。
（
高
萩
市
選
挙
管
理
委
員
）
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